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1 . 化学品及び会社情報

セメ ダイ ン 　 EP001K 主剤化学品の名称

供給者の会社名称， 住所及び電話番号

会社名 セメ ダイ ン株式会社

住所 306-0204 茨城県古河市下大野2184

担当部門 品質保証部　 化学物質管理グループ

電話番号 0280-92-4518

Ｆ Ａ Ｘ 番号 0280-92-1947

メ ールアド レ ス emg@ cemedine.co.jp

緊急連絡電話番号 0280-92-4518

月曜～金曜、 8時30分～16時50分まで（ 言語： 日本語）

推奨用途及び使用上の制限

エポキシ樹脂系二液形接着剤 主剤 ｡推奨用途

推奨用途以外の用途には使用し ないでく ださ い ｡使用上の制限

2128-3整理番号

2 . 危険有害性の要約

化学品のGHS 分類

GHS分類基準に該当し ない ｡物理化学的危険性

区分2皮膚腐食性／刺激性健康に対する 有害性

区分2眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性

区分1皮膚感作性

区分3水生環境有害性 長期（ 慢性）環境に対する 有害性

GHS ラ ベル要素

絵表示

注意喚起語 警告

危険有害性情報 皮膚刺激 ｡ アレ ルギー性皮膚反応を起こ すおそれ ｡ 強い眼刺激 ｡ 長期継続的影響によっ て水生生物

に有害 ｡

注意書き

安全対策 ミ スト ／蒸気の吸入を避けるこ と  ｡ 取扱い後は汚染箇所をよく 洗う こ と  ｡ 汚染さ れた作業衣は作業

場から 出さ ないこ と  ｡ 環境への放出を避けるこ と  ｡ 保護眼鏡／保護面を着用するこ と  ｡ 保護手袋を

着用するこ と  ｡

応急措置 皮膚に付着し た場合： 多量の水で洗う こ と  ｡ 眼に入っ た場合： 水で数分間注意深く 洗う こ と  ｡次に

コ ンタ ク ト レ ンズを着用し ていて容易に外せる場合は外すこ と  ｡その後も 洗浄を続けるこ と  ｡ 皮膚

刺激又は発し ん（ 疹） が生じ た場合： 医師の診察／手当てを受けるこ と  ｡ 眼の刺激が続く 場合：

医師の診察／手当てを受けるこ と  ｡ 汚染さ れた衣類を脱ぎ、 再使用する場合には洗濯をするこ と  ｡

保管 なし  ｡

廃棄 内容物／容器を現地、 地域、 国、 国際規則に従っ て廃棄するこ と  ｡

GHS 分類に関係し ない又

はGHS で扱われない他の危険

有害性

知見なし  ｡

その他の情報 混合物の86.7575 %  は急性経口毒性未知の成分である ｡ 混合物の86.7575 %  は急性経皮毒性未知

の成分である ｡ 混合物の90.5875 %  は急性吸入毒性未知の成分である ｡ 混合物の86.7575 %  は水

生環境に対する急性危険有害性未知の成分である ｡ 混合物の86.7575 %  は水生環境に対する長期

にわたる危険有害性未知の成分である ｡

重要な徴候及び想定さ れる 非常事態の概要

重度の眼刺激 ｡ 症状には、 刺すよう な痛み、 流涙、 充血、 はれ及び眼のかすみなどがある ｡ 皮膚刺

激性 充血と 痛みを起すこ と がある ｡ アレルギー性皮膚反応を起こ すおそれ ｡ 皮膚炎 ｡ 発疹 ｡

重要な徴候
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強い眼刺激 ｡ 皮膚刺激 ｡ アレ ルギー性皮膚反応を起こ すおそれ ｡ 水路に排出さ れると 環境に対し て

危険である ｡

非常事態の概要

3 . 組成及び成分情報

混合物化学物質・ 混合物の区別

官報公示整理番号

化学名又は一般名 CAS番号 化審法 安衛法 含有量 (% )

ビスフ ェ ノ ールA型エポキシ樹脂 80 - 901675-54-3 (4)-209,

(7)-1279,

(7)-1283

(4)-209,

(7)-1279,

(7)-1283

ビスフ ェ ノ ールF型エポキシ樹脂 1 - 10企業秘密 企業秘密 企業秘密

アルコ キシシラ ン 1 - 5企業秘密 企業秘密 企業秘密

スズ及びその化合物 1 - 5企業秘密 企業秘密 企業秘密

4 . 応急措置

空気の新鮮な場所に移動する ｡ 症状が悪化し たり 継続し たり する場合は医師に連絡する ｡吸入し た場合

汚染さ れた衣服を直ちに脱ぎ、 皮膚を石鹸と 水で洗浄する ｡ 湿疹またはその他の皮膚障害の場合：

こ の説明書を持参し 、 医師の診察を受ける ｡ 汚染さ れた衣類を再使用する場合には洗濯をするこ

と  ｡

皮膚に付着し た場合

直ちに多量の流水で最低15分間眼を洗浄する ｡ コ ンタ ク ト レンズをし ていて容易に取り 外せる場合

は取り 外す ｡ その後も 洗浄を続けるこ と  ｡ 刺激が強まっ たり 続く 場合には医師の手当てを受ける ｡

眼に入っ た場合

口をすすぐ こ と  ｡ 症状が現れたら 医師の手当を受ける ｡飲み込んだ場合

重度の眼刺激 ｡ 症状には、 刺すよう な痛み、 流涙、 充血、 はれ及び眼のかすみなどがある ｡ 皮膚刺

激性 充血と 痛みを起すこ と がある ｡ アレルギー性皮膚反応を起こ すおそれ ｡ 皮膚炎 ｡ 発疹 ｡

急性症状及び遅発性症状の最

も 重要な徴候症状

医療スタ ッ フ に物質が何であるかを伝え、 自身の保護措置にも 気をつけさ せる ｡ 汚染さ れた衣類を

再使用する場合には洗濯をするこ と  ｡

応急措置を する 者の保護に必

要な注意事項

一般的な処置および症状にあわせた適切な治療を施す ｡ 被災者の観察を続ける ｡ 症状は遅れて出て

く るこ と がある ｡

医師に対する 特別な注意事項

5 . 火災時の措置

泡消火剤 ｡ 粉末 ｡ 二酸化炭素（ CO2）  ｡適切な消火剤

火災を拡散さ せるので、 消火に棒状放水を利用し ない ｡使っ てはなら ない消火剤

火災の際は健康に有害なガスが生成さ れるこ と がある ｡火災時の特有の危険有害性

危険でなければ、 火災区域から 容器を移動さ せる ｡特有の消火方法

火災の際は自給式呼吸器および全身保護衣を着用し なければなら ない ｡消火活動を 行う 者の特別な保

護具及び予防措置

異常な火災や爆発の危険性は知ら れていない ｡一般的な火災の危険性

通常の消火手順を用いる ｡影響を受けた他の物質の有害性を考慮する ｡特定の消火方法

6 . 漏出時の措置

関係者以外の立ち入り を禁止する ｡ こ ぼれやも れが起き ている場所から 関係者以外を遠ざけ、 風上

に避難さ せる ｡ 清掃中は適切な保護具および防護服を着用する ｡ ミ スト ／蒸気の吸入を避けるこ

と  ｡ 適切な保護衣を着用せずに、 壊れた容器または流出物に触ら ない ｡ 十分な換気を確保する ｡ 流

出が著し く て回収でき ない場合は、 現地当局に通告すべき である ｡ 個人用保護具についてはSDS

第8項を参照 ｡

人体に対する 注意事項， 保護

具及び緊急時措置

環境への放出を避けるこ と  ｡ 全ての環境流出に該当する管理または監視要員に通知するこ と  ｡ 安全

を確認し てから 、 も れやこ ぼれを止める ｡ 下水や水路、 地面への排出を避ける ｡

環境に対する 注意事項
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製品を排水施設に流し てはなら ない ｡

大量の漏出：  リ スク を伴わずに可能なら 、 物質の流れを遮断する ｡ 可能な場合は漏出物をせき 止め

る ｡ バーミ キュ ラ イ ト 、 乾いた砂または土に吸収し 、 容器に収納する ｡ 製品回収後、 その付近を水

で洗い流す ｡

少量の漏出：  吸収材（ 例： 布、 フ リ ース） で拭き取る ｡ 残っ た汚染物を除去するため、 床を徹底的

に清掃するこ と  ｡

絶対に流出物を元の容器に回収し て再使用し てはなら ない ｡ 廃棄物の廃棄方法については、 本SDS

の項目13を参照 ｡

封じ 込め及び浄化の方法及び

機材

7 . 取扱い及び保管上の注意

取扱い

適切な換気を行う  ｡技術的対策（ 局所排気、 全

体換気等）

ミ スト ／蒸気の吸入を避けるこ と  ｡ 眼、 皮膚、 衣服への接触を避ける ｡ 長時間のばく 露を避ける ｡

環境への放出を避けるこ と  ｡ 産業衛生に気を配る ｡ SDS第8項で推奨さ れる個人用保護具を使用す

るこ と  ｡

安全取扱注意事項

詳細についてはSDS第10項を参照 ｡接触回避

本物質を取り 扱っ た後、 飲食や喫煙をする前に手を洗う など、 常に適切な衛生措置をと る ｡汚染物

質を取り 除く ために定期的に作業衣と 保護具を洗う  ｡ 汚染さ れた作業衣は作業場から 出さ ないこ

と  ｡

衛生対策

保管

容器を密閉し ておく こ と  ｡ 混触禁止物質から 離し て保管するこ と （ 本SDSの項目10を参照）  ｡ 内容

物を5 - 35℃中で保管するこ と  ｡

安全な保管条件

元の容器に密閉し て保管する ｡安全な容器包装材料

8 . ばく 露防止及び保護措置

標準監視手順に従っ てく ださ い ｡許容濃度等

暴露限界値

米国. ACGIH作業環境許容濃度（ TLV）

数値成分 タ イ プ

STEL 0.2 mg/m3スズ及びその化合物

TW A 0.1 mg/m3

暴露ガイ ド ラ イ ン

米国ACGIH許容濃度： 皮膚

スズ及びその化合物 (CAS 企業秘密) 皮膚吸収の危険性

適切な全体換気を行わなければなら ない ｡換気回数は状況に合わせる ｡暴露限界値が設定さ れている

場合は、 密閉装置、 局所排気装置その他の装置により 、 空気中濃度を暴露限界値以下に保つ ｡暴露

限界値が設定さ れていない場合も 、 空気中の濃度を適切な濃度以下に抑える ｡ 洗眼設備および安全

シャ ワーを設置する ｡

設備対策

保護具

換気が不十分な場合、 適切な呼吸用保護具を着用する ｡呼吸用保護具

不浸透性の手袋を着用し なければなら ない ｡手の保護具

サイ ド シールド のついた安全眼鏡（ またはゴーグル） を着用する ｡ フ ェ イ スシールド が望まし い ｡眼， 顔面の保護具

不浸透性の保護具を着用し なければなら ない ｡皮膚及び身体の保護具

9 . 物理的及び化学的性質

液体 ｡物理状態

液体 ｡形状

淡黄色 ｡色

データ なし  ｡臭い

融点／凝固点 データ なし  ｡

沸点又は初留点及び沸点範囲 データ なし  ｡

該当し ない ｡可燃性
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爆発下限界及び爆発上限界／可燃限界

爆発限界－下限(% ) データ なし  ｡

爆発限界－上限(% ) データ なし  ｡

引火点 240.0 °C (464.0 °F) オープンカ ッ プ法

自然発火点 データ なし  ｡

分解温度 データ なし  ｡

pH データ なし  ｡

動粘性率 データ なし  ｡

溶解度

溶解度（ 水） データ なし  ｡

n-オク タ ノ ール／水分配係

数（ log  値）

データ なし  ｡

蒸気圧 データ なし  ｡

密度及び／又は相対密度

密度 1.15 g/cm3

相対密度 1.15 g/cm3

相対ガス密度 データ なし  ｡

粒子特性 データ なし  ｡

その他の情報

爆発物でない ｡爆発性状

酸化性でない ｡酸化能力

比重 1.15

10. 安定性及び反応性

本製品は、 通常の使用、 保管および輸送条件下では安定かつ非反応性である ｡反応性

通常状態で安定 ｡化学的安定性

一般的な使用条件下では、 危険な反応は知ら れていない ｡危険有害反応可能性

引火点を超える温度を避ける ｡ 混触危険物質と の接触 ｡避ける べき 条件

強酸化剤 ｡混触危険物質

危険有害な分解生成物は知ら れていない ｡危険有害な分解生成物

11. 有害性情報

急性毒性 混合物の86.7575 %  は急性経皮毒性未知の成分である ｡ 混合物の86.7575 %  は急性経口毒性未知

の成分である ｡ 混合物の90.5875 %  は急性吸入毒性未知の成分である ｡

皮膚刺激 ｡皮膚腐食性／刺激性

アルコ キシシラ ン 区分2

ビスフ ェ ノ ールA型エポキシ樹脂 区分2

ビスフ ェ ノ ールF型エポキシ樹脂 区分2

強い眼刺激 ｡眼に対する 重篤な損傷性／眼

刺激性

ビスフ ェ ノ ールA型エポキシ樹脂 区分2

呼吸器感作性又は皮膚感作性

呼吸器感作性 データ が部分的または完全に欠如し ているため分類でき ない ｡

アレ ルギー性皮膚反応を起こ すおそれ ｡皮膚感作性

ビスフ ェ ノ ールA型エポキシ樹脂 区分1

ビスフ ェ ノ ールF型エポキシ樹脂 区分1

データ が部分的または完全に欠如し ているため分類でき ない ｡生殖細胞変異原性

発がん性 データ が部分的または完全に欠如し ているため分類でき ない ｡

ACG IH発がん性物質

スズ及びその化合物 (CAS 企業秘密) A4 ヒ ト への発がん性を分類でき ない ｡
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IARC発がん性評価モノ グラ フ

ビスフ ェ ノ ールA型エポキシ樹脂 (CAS 1675-54-3) 3 ヒ ト への発がん性を分類でき ない ｡

データ が部分的または完全に欠如し ているため分類でき ない ｡生殖毒性

特定標的臓器毒性（ 単回ばく

露）

データ が部分的または完全に欠如し ているため分類でき ない ｡

スズ及びその化合物 区分2

特定標的臓器毒性（ 反復ばく

露）

データ が部分的または完全に欠如し ているため分類でき ない ｡

誤えん有害性 データ が部分的または完全に欠如し ているため分類でき ない ｡

12. 環境影響情報

長期継続的影響によっ て水生生物に有害 ｡生態毒性

混合物中のどの成分も 分解性について利用可能なデータ はない        残留性・ 分解性

生体蓄積性

生体内蓄積の可能性

オク タ ノ ール／水分配係数 log  Kow

ビスフ ェ ノ ールA型エポキシ樹脂 3.84

本製品のデータ はない ｡土壌中の移動性

データ なしオゾ ン 層への有害性

他の有害影響 その他の環境悪影響（ 例、 オゾン層破壊、 光化学オゾン生成可能性、 内分泌かく 乱、 地球温暖化

の可能性） は、 こ れら の成分から は予想さ れない ｡

13. 廃棄上の注意

現地の規定に従い、 処分する ｡ 空の容器または内張には製品残渣が残っ ているおそれがある ｡こ の

物質およびその容器は、 安全な方法で廃棄し なければなら ない ｡

残余廃棄物

製品の残余物が残っ ているかも し れないので、 容器が空になっ た後も ラ ベルの警告に従う  ｡ 空の容

器は、 リ サイ ク ルまたは廃棄のために、 承認さ れた廃棄物処理施設に運ばなければなら ない ｡

汚染容器及び包装

廃棄物処理法の許可を受けた業者に処理を委託する ｡ 回収し て再生するか、 許可を受けた廃棄物処

理場で、 密封さ れた容器に納めて廃棄する ｡ 本物質を下水 / 水道供給経路に流入さ せてはなら な

い ｡ 薬剤または使用済容器で、 池、 水路、 溝を汚染し ないこ と  ｡ 内容物／容器を現地、 地域、 国、

国際規則に従っ て廃棄するこ と  ｡ 自社で排水処理装置を所有し ていない場合は、 全量回収の上産業

廃棄物処分業の許可を受けた業者に、 産業廃棄物管理票(マニフ ェ スト )を添えて、 処理を委託す

る ｡

地域の廃棄規制

14. 輸送上の注意

IATA

危険物には該当し ない ｡

IMDG

危険物には該当し ない ｡

こ の製品は、 ばら 積み輸送用ではない ｡MARPOL73/78 附属書II 及

びIBC コ ード によ る ばら 積み輸

送さ れる 液体物質

国内輸送については１ ５ 項の規制に従う こ と  ｡国内規制

128応急措置指針番号

15. 適用法令

労働安全衛生法

通知対象物（ SDS交付及びリ スク アセスメ ン ト 対象物） （ 政令番号、 含有量、 施行日）

スズ及びその化合物 政令番号 322

表示対象物

スズ及びその化合物 政令番号 322

がん原性物質（ 労働安全衛生規則第577条の２ ）

該当せず ｡

変異原性が認めら れた既存化学物質

ビスフ ェ ノ ールA型エポキシ樹脂中間体

SDS交付及びリ スク アセスメ ン ト 義務化候補物質（ 含有量、 施行日)

ビスフ ェ ノ ールAジグリ シジルエーテル 2025/04/01
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毒物及び劇物取締法

特定毒物

該当せず ｡

毒物

該当せず ｡

劇物

該当せず ｡

化学物質の審査及び製造等の規制に関する 法律

第一種特定化学物質

該当せず ｡

第二種特定化学物質

該当せず ｡

監視化学物質

該当せず ｡

優先評価化学物質

4,4'-イ ソ プロピリ デンジフ ェ ノ ールと 1-ク ロロ-2,3-エポキシプロパンの重縮合物(別名ビスフ ェ ノ ールA型エポキシ樹脂)(液

状のも のに限る。 )

届出不要物質

該当せず ｡

2023年4月1日以降の化学物質排出把握管理促進法

特定第一種指定化学物質(物質名、 管理番号、 含量)

該当せず ｡

第一種指定化学物質(物質名、 管理番号、 含量)

管理番号 664 1.3 %有機スズ化合物（ ビス（ ト リ ブチルスズ） ＝

オキシド を除く 。 ）  (Snと し て)

(スズ及びその化合物)

第二種指定化学物質(物質名、 管理番号、 含量)

該当せず ｡

第四類第四石油類 危険等級III消防法

該当せず ｡船舶安全法・ 危規則

該当せず ｡航空法・ 施行規則

火薬類取締法

該当せず ｡

海洋汚染防止法

ビスフ ェ ノ ールAのジグリ シジルエーテル X類

皮膚等障害化学物質(労働安全衛生規則第594条の2)： ビスフ ェ ノ ールA型エポキシ樹脂その他の情報

16. その他の情報

ACGIH Documentation of the Threshold Limit Values and Biolog ical Exposure Indices

HSDB® - Hazardous Substances Data Bank

IARC発がん性評価モノ グラ フ

日本化学工業協会　 GHS対応ガイ ド ラ イ ン、 2019年6月

日本産業衛生学会、 許容濃度等の勧告

JIS Z 7252： 2019 GHS に基づく 化学品の分類方法

JIS Z 7253： 2019 GHS に基づく 化学品の危険有害性情報の伝達方法－ラ ベル、 作業場内の表示及

び安全データ シート （ SDS）

National Toxicology Program (NTP) Report on Carcinogens

4VOC基準： (日本接着剤工業会)室内空気質汚染対策のためのVOC（ 揮発性物質） 自主管理規定

4VOC基準適合 JAIA  504777 問合せ先 (http://www.jaia.gr. jp)

ホルムアルデヒ ド 基準： (日本接着剤工業会)室内空気質汚染対策のための自主管理規定

JAIA 010815 F☆☆☆☆ 問合せ先 (http://www.jaia.gr. jp)

引用文献

セメ ダイ ン株式会社 は、 本情報と 当社製品、 または当社製品と 他のメ ーカ ーの製品の組み合わせが使用さ れるあら ゆる状況を予測で

き るわけではあり ません ｡製品の処理、 保管および処分を行う 際に安全な状況を確認するのはユーザーの責任であり 、 ユーザーは不適

切な使用による損失、 傷害、 損害または費用に法的責任を負います ｡ シート の情報は、 現在入手でき る最高の知識と 経験に基づき 記

入さ れています ｡
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安全データシート
版番号: 02

改定日： 2024/12/12
発行日: 2021/02/24

1 . 化学品及び会社情報

セメ ダイ ン 　 EP001K 硬化剤化学品の名称

供給者の会社名称， 住所及び電話番号

会社名 セメ ダイ ン株式会社

住所 306-0204 茨城県古河市下大野2184

担当部門 品質保証部　 化学物質管理グループ

電話番号 0280-92-4518

Ｆ Ａ Ｘ 番号 0280-92-1947

メ ールアド レ ス emg@ cemedine.co.jp

緊急連絡電話番号 0280-92-4518

月曜～金曜、 8時30分～16時50分まで（ 言語： 日本語）

推奨用途及び使用上の制限

エポキシ樹脂系二液形接着剤 硬化剤 ｡推奨用途

推奨用途以外の用途には使用し ないでく ださ い ｡使用上の制限

2129-2整理番号

2 . 危険有害性の要約

化学品のGHS 分類

GHS分類基準に該当し ない ｡物理化学的危険性

区分2皮膚腐食性／刺激性健康に対する 有害性

区分1眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性

区分1皮膚感作性

GHS分類基準に該当し ない ｡環境に対する 有害性

GHS ラ ベル要素

絵表示

注意喚起語 危険

危険有害性情報 皮膚刺激 ｡ アレ ルギー性皮膚反応を起こ すおそれ ｡ 重篤な眼の損傷 ｡

注意書き

安全対策 ミ スト ／蒸気の吸入を避けるこ と  ｡ 取扱い後は汚染箇所をよく 洗う こ と  ｡ 汚染さ れた作業衣は作業

場から 出さ ないこ と  ｡ 保護眼鏡／保護面を着用するこ と  ｡ 保護手袋を着用するこ と  ｡

応急措置 皮膚に付着し た場合： 多量の水で洗う こ と  ｡ 直ちに医師に連絡するこ と  ｡ 眼に入っ た場合： 水で数

分間注意深く 洗う こ と  ｡次にコ ンタ ク ト レ ンズを着用し ていて容易に外せる場合は外すこ と  ｡その

後も 洗浄を続けるこ と  ｡ 皮膚刺激又は発し ん（ 疹） が生じ た場合： 医師の診察／手当てを受ける

こ と  ｡ 汚染さ れた衣類を脱ぎ、 再使用する場合には洗濯をするこ と  ｡

保管 避けるべき物質の近く に保管し ない ｡

廃棄 内容物／容器を現地、 地域、 国、 国際規則に従っ て廃棄するこ と  ｡

GHS 分類に関係し ない又

はGHS で扱われない他の危険

有害性

知見なし  ｡

その他の情報 混合物の2.9 %  は急性経口毒性未知の成分である ｡ 混合物の2.9 %  は急性経皮毒性未知の成分であ

る ｡ 混合物の8.9815 %  は急性吸入毒性未知の成分である ｡ 混合物の11.8815 %  は水生環境に対す

る急性危険有害性未知の成分である ｡ 混合物の11.8815 %  は水生環境に対する長期にわたる危険

有害性未知の成分である ｡

重要な徴候及び想定さ れる 非常事態の概要

重度の眼刺激 ｡ 症状には、 刺すよう な痛み、 流涙、 充血、 はれ及び眼のかすみなどがある ｡ 失明等

の永久的な眼の損傷がおこ る可能性がある ｡ 皮膚刺激性 充血と 痛みを起すこ と がある ｡ アレ ルギー

性皮膚反応を起こ すおそれ ｡ 皮膚炎 ｡ 発疹 ｡

重要な徴候

重篤な眼の損傷 ｡ 皮膚刺激 ｡ アレ ルギー性皮膚反応を起こ すおそれ ｡非常事態の概要
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3 .  組成及び成分情報

混合物化学物質・ 混合物の区別

官報公示整理番号

化学名又は一般名 CAS番号 化審法 安衛法 含有量 (% )

2,4,6-ト リ ス(ジメ チルアミ ノ メ チル)フ ェ ノ ール 1 - 1090-72-2 (3)-714,

(3)-762,

(3)-776

(3)-714,

(3)-762,

(3)-776

アルコ キシシラ ン 1 - 5企業秘密 企業秘密 企業秘密

4 .  応急措置

空気の新鮮な場所に移動する ｡ 症状が悪化し たり 継続し たり する場合は医師に連絡する ｡吸入し た場合

汚染さ れた衣服を直ちに脱ぎ、 皮膚を石鹸と 水で洗浄する ｡ 湿疹またはその他の皮膚障害の場合：

こ の説明書を持参し 、 医師の診察を受ける ｡ 汚染さ れた衣類を再使用する場合には洗濯をするこ

と  ｡

皮膚に付着し た場合

直ちに多量の流水で最低15分間眼を洗浄する ｡ コ ンタ ク ト レンズをし ていて容易に取り 外せる場合

は取り 外す ｡ その後も 洗浄を続けるこ と  ｡ ただちに医師の手当てを受ける ｡

眼に入っ た場合

口をすすぐ こ と  ｡ 症状が現れたら 医師の手当を受ける ｡飲み込んだ場合

重度の眼刺激 ｡ 症状には、 刺すよう な痛み、 流涙、 充血、 はれ及び眼のかすみなどがある ｡ 失明等

の永久的な眼の損傷がおこ る可能性がある ｡ 皮膚刺激性 充血と 痛みを起すこ と がある ｡ アレ ルギー

性皮膚反応を起こ すおそれ ｡ 皮膚炎 ｡ 発疹 ｡

急性症状及び遅発性症状の最

も 重要な徴候症状

医療スタ ッ フ に物質が何であるかを伝え、 自身の保護措置にも 気をつけさ せる ｡ 汚染さ れた衣類を

再使用する場合には洗濯をするこ と  ｡

応急措置を する 者の保護に必

要な注意事項

一般的な処置および症状にあわせた適切な治療を施す ｡ 被災者の観察を続ける ｡ 症状は遅れて出て

く るこ と がある ｡

医師に対する 特別な注意事項

5 .  火災時の措置

水噴霧 ｡ 泡消火剤 ｡ 粉末消火剤 ｡ 二酸化炭素（ CO2）  ｡適切な消火剤

火災を拡散さ せるので、 消火に棒状放水を利用し ない ｡使っ てはなら ない消火剤

火災の際は健康に有害なガスが生成さ れるこ と がある ｡火災時の特有の危険有害性

危険でなければ、 火災区域から 容器を移動さ せる ｡特有の消火方法

火災の際は自給式呼吸器および全身保護衣を着用し なければなら ない ｡消火活動を 行う 者の特別な保

護具及び予防措置

異常な火災や爆発の危険性は知ら れていない ｡一般的な火災の危険性

通常の消火手順を用いる ｡影響を受けた他の物質の有害性を考慮する ｡特定の消火方法

6 .  漏出時の措置

関係者以外の立ち入り を禁止する ｡ こ ぼれやも れが起き ている場所から 関係者以外を遠ざけ、 風上

に避難さ せる ｡ 清掃中は適切な保護具および防護服を着用する ｡ ミ スト ／蒸気の吸入を避けるこ

と  ｡ 適切な保護衣を着用せずに、 壊れた容器または流出物に触ら ない ｡ 十分な換気を確保する ｡ 流

出が著し く て回収でき ない場合は、 現地当局に通告すべき である ｡ 個人用保護具についてはSDS

第8項を参照 ｡

人体に対する 注意事項， 保護

具及び緊急時措置

下水や水路、 地面への排出を避ける ｡環境に対する 注意事項

大量の漏出：  リ スク を伴わずに可能なら 、 物質の流れを遮断する ｡ 可能な場合は漏出物をせき 止め

る ｡ バーミ キュ ラ イ ト 、 乾いた砂または土に吸収し 、 容器に収納する ｡ 製品回収後、 その付近を水

で洗い流す ｡

少量の漏出：  吸収材（ 例： 布、 フ リ ース） で拭き取る ｡ 残っ た汚染物を除去するため、 床を徹底的

に清掃するこ と  ｡

絶対に流出物を元の容器に回収し て再使用し てはなら ない ｡ 廃棄物の廃棄方法については、 本SDS

の項目13を参照 ｡

封じ 込め及び浄化の方法及び

機材

7 .  取扱い及び保管上の注意

取扱い

適切な換気を行う  ｡技術的対策（ 局所排気、 全

体換気等）
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当材料を目に接触さ せないで下さ い ｡ ミ スト ／蒸気の吸入を避けるこ と  ｡ 眼、 皮膚、 衣服への接触

を避ける ｡ 産業衛生に気を配る ｡ SDS第8項で推奨さ れる個人用保護具を使用するこ と  ｡

安全取扱注意事項

詳細についてはSDS第10項を参照 ｡接触回避

本物質を取り 扱っ た後、 飲食や喫煙をする前に手を洗う など、 常に適切な衛生措置をと る ｡汚染物

質を取り 除く ために定期的に作業衣と 保護具を洗う  ｡ 汚染さ れた作業衣は作業場から 出さ ないこ

と  ｡

衛生対策

保管

容器を密閉し ておく こ と  ｡ 混触禁止物質から 離し て保管するこ と （ 本SDSの項目10を参照）  ｡ 内容

物を5 - 35℃中で保管するこ と  ｡

安全な保管条件

元の容器に密閉し て保管する ｡安全な容器包装材料

8 .  ばく 露防止及び保護措置

標準監視手順に従っ てく ださ い ｡許容濃度等

含有成分に関し て暴露限界は設定さ れていない ｡暴露限界値

適切な全体換気を行わなければなら ない ｡換気回数は状況に合わせる ｡暴露限界値が設定さ れている

場合は、 密閉装置、 局所排気装置その他の装置により 、 空気中濃度を暴露限界値以下に保つ ｡暴露

限界値が設定さ れていない場合も 、 空気中の濃度を適切な濃度以下に抑える ｡ 洗眼設備および安全

シャ ワーを設置する ｡

設備対策

保護具

換気が不十分な場合、 適切な呼吸用保護具を着用する ｡呼吸用保護具

不浸透性の手袋を着用し なければなら ない ｡手の保護具

サイ ド シールド のついた安全眼鏡（ またはゴーグル） と フ ェ イ スシールド を着用する ｡ フ ェ イ スシ

ールド が望まし い ｡

眼， 顔面の保護具

不浸透性の保護具を着用し なければなら ない ｡皮膚及び身体の保護具

9 .  物理的及び化学的性質

液体 ｡物理状態

液体 ｡形状

淡黄色 ｡色

アミ ン臭 ｡臭い

融点／凝固点 データ なし  ｡

沸点又は初留点及び沸点範囲 データ なし  ｡

該当し ない ｡可燃性

爆発下限界及び爆発上限界／可燃限界

爆発限界－下限(% ) データ なし  ｡

爆発限界－上限(% ) データ なし  ｡

引火点 213.0 °C (415.4 °F) ク リ ーブラ ンド  オープンカ ッ プ法

自然発火点 データ なし  ｡

分解温度 データ なし  ｡

pH データ なし  ｡

動粘性率 データ なし  ｡

溶解度

溶解度（ 水） データ なし  ｡

n-オク タ ノ ール／水分配係

数（ log  値）

データ なし  ｡

蒸気圧 データ なし  ｡

密度及び／又は相対密度

密度 1.00 g/cm3

相対密度 1 g/cm3

相対ガス密度 データ なし  ｡

粒子特性 データ なし  ｡
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その他の情報

爆発物でない ｡爆発性状

酸化性でない ｡酸化能力

比重 1

10. 安定性及び反応性

本製品は、 通常の使用、 保管および輸送条件下では安定かつ非反応性である ｡反応性

通常状態で安定 ｡化学的安定性

一般的な使用条件下では、 危険な反応は知ら れていない ｡危険有害反応可能性

混触危険物質と の接触 ｡避ける べき 条件

強酸化剤 ｡混触危険物質

危険有害な分解生成物は知ら れていない ｡危険有害な分解生成物

11. 有害性情報

急性毒性 混合物の2.9 %  は急性経皮毒性未知の成分である ｡ 混合物の2.9 %  は急性経口毒性未知の成分であ

る ｡ 混合物の8.9815 %  は急性吸入毒性未知の成分である ｡

急性毒性（吸入）

アルコ キシシラ ン 区分4

急性毒性（経口）

2,4,6-ト リ ス(ジメ チルアミ ノ メ チル)フ ェ ノ ール 区分4

試験結果成分 種

2,4,6-ト リ ス(ジメ チルアミ ノ メ チル)フ ェ ノ ール (CAS 90-72-2)

経皮

急性

LD50 ラ ッ ト 1280 mg/kg

皮膚刺激 ｡皮膚腐食性／刺激性

2,4,6-ト リ ス(ジメ チルアミ ノ メ チル)フ ェ ノ ール 区分2

重篤な眼の損傷 ｡眼に対する 重篤な損傷性／眼

刺激性

2,4,6-ト リ ス(ジメ チルアミ ノ メ チル)フ ェ ノ ール 区分2

アルコ キシシラ ン 区分1

呼吸器感作性又は皮膚感作性

呼吸器感作性 呼吸器感作性物質でない.

アレ ルギー性皮膚反応を起こ すおそれ ｡皮膚感作性

アルコ キシシラ ン 区分1B

本製品あるいは製品中に0.1% 以上含有する成分に変異原性または遺伝子毒性があるこ と を示すデ

ータ はない ｡

生殖細胞変異原性

発がん性 ヒ ト への発がん性を分類でき ない ｡

こ の製品は、 生殖影響または発達影響を引き 起こ すと は予想さ れない ｡生殖毒性

特定標的臓器毒性（ 単回ばく

露）

区分に該当し ない ｡

特定標的臓器毒性（ 反復ばく

露）

区分に該当し ない ｡

アルコ キシシラ ン 区分2

誤えん有害性 吸引性呼吸器有害性でない ｡

12. 環境影響情報

こ の製品は環境に有害であると は分類さ れていない ｡し かし 、 大量の流出や繰り 返し の流出が環境

に有害な影響を及ぼさ ないと は限ら ない ｡

生態毒性

混合物中のどの成分も 分解性について利用可能なデータ はない        残留性・ 分解性

       生体蓄積性

本製品のデータ はない ｡土壌中の移動性

データ なしオゾ ン 層への有害性
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他の有害影響 その他の環境悪影響（ 例、 オゾン層破壊、 光化学オゾン生成可能性、 内分泌かく 乱、 地球温暖化

の可能性） は、 こ れら の成分から は予想さ れない ｡

13. 廃棄上の注意

現地の規定に従い、 処分する ｡ 空の容器または内張には製品残渣が残っ ているおそれがある ｡こ の

物質およびその容器は、 安全な方法で廃棄し なければなら ない ｡

残余廃棄物

製品の残余物が残っ ているかも し れないので、 容器が空になっ た後も ラ ベルの警告に従う  ｡ 空の容

器は、 リ サイ ク ルまたは廃棄のために、 承認さ れた廃棄物処理施設に運ばなければなら ない ｡

汚染容器及び包装

廃棄物処理法の許可を受けた業者に処理を委託する ｡ 回収し て再生するか、 許可を受けた廃棄物処

理場で、 密封さ れた容器に納めて廃棄する ｡ 内容物／容器を現地、 地域、 国、 国際規則に従っ て廃

棄するこ と  ｡ 自社で排水処理装置を所有し ていない場合は、 全量回収の上産業廃棄物処分業の許可

を受けた業者に、 産業廃棄物管理票(マニフ ェ スト )を添えて、 処理を委託する ｡

地域の廃棄規制

14. 輸送上の注意

IATA

危険物には該当し ない ｡

IMDG

危険物には該当し ない ｡

こ の製品は、 ばら 積み輸送用ではない ｡MARPOL73/78 附属書II 及

びIBC コ ード によ る ばら 積み輸

送さ れる 液体物質

国内輸送については１ ５ 項の規制に従う こ と  ｡国内規制

15. 適用法令

労働安全衛生法

通知対象物（ SDS交付及びリ スク アセスメ ン ト 対象物） （ 政令番号、 含有量、 施行日）

該当せず ｡

表示対象物

該当せず ｡

がん原性物質（ 労働安全衛生規則第577条の２ ）

該当せず ｡

SDS交付及びリ スク アセスメ ン ト 義務化候補物質（ 含有量、 施行日)

2,4,6-ト リ ス（ ジメ チルアミ ノ メ チル） フ ェ ノ ール 2025/04/01

毒物及び劇物取締法

特定毒物

該当せず ｡

毒物

該当せず ｡

劇物

該当せず ｡

化学物質の審査及び製造等の規制に関する 法律

第一種特定化学物質

該当せず ｡

第二種特定化学物質

該当せず ｡

監視化学物質

該当せず ｡

優先評価化学物質

該当せず ｡

届出不要物質

該当せず ｡

2023年4月1日以降の化学物質排出把握管理促進法

特定第一種指定化学物質(物質名、 管理番号、 含量)

該当せず ｡

第一種指定化学物質(物質名、 管理番号、 含量)

該当せず ｡

第二種指定化学物質(物質名、 管理番号、 含量)

該当せず ｡

第四類第四石油類 危険等級III消防法
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該当せず ｡船舶安全法・ 危規則

該当せず ｡航空法・ 施行規則

火薬類取締法

該当せず ｡

皮膚等障害化学物質(労働安全衛生規則第594条の2)： 2,4,6-ト リ ス(ジメ チルアミ ノ メ チル)フ ェ ノ

ール

その他の情報

16. その他の情報

ACGIH Documentation of the Threshold Limit Values and Biolog ical Exposure Indices

HSDB® - Hazardous Substances Data Bank

IARC発がん性評価モノ グラ フ

日本化学工業協会　 GHS対応ガイ ド ラ イ ン、 2019年6月

日本産業衛生学会、 許容濃度等の勧告

JIS Z 7252： 2019 GHS に基づく 化学品の分類方法

JIS Z 7253： 2019 GHS に基づく 化学品の危険有害性情報の伝達方法－ラ ベル、 作業場内の表示及

び安全データ シート （ SDS）

National Toxicology Program (NTP) Report on Carcinogens

ホルムアルデヒ ド 基準： (日本接着剤工業会)室内空気質汚染対策のための自主管理規定

JAIA 010815 F☆☆☆☆ 問合せ先 (http://www.jaia.gr. jp)

4VOC基準： (日本接着剤工業会)室内空気質汚染対策のためのVOC（ 揮発性物質） 自主管理規定

4VOC基準適合 JAIA  504777 問合せ先 (http://www.jaia.gr. jp)

労働基準法

労働省労働基準局長通達　 基発第477号

（ エポキシ樹脂の硬化剤による健康障害防止について）

硬化剤主成分表示： 三級アミ ン

引用文献

セメ ダイ ン株式会社 は、 本情報と 当社製品、 または当社製品と 他のメ ーカ ーの製品の組み合わせが使用さ れるあら ゆる状況を予測で

き るわけではあり ません ｡製品の処理、 保管および処分を行う 際に安全な状況を確認するのはユーザーの責任であり 、 ユーザーは不適

切な使用による損失、 傷害、 損害または費用に法的責任を負います ｡ シート の情報は、 現在入手でき る最高の知識と 経験に基づき 記

入さ れています ｡
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